


2

　町では「町民主役のまちづくり」の観点から、町民の意見・要望を町行政に反映する

ため、多くの町民の意見や要望をお聴かせいただきたく町行政懇談会を開催いたします。

　この機会に皆さまのご意見やご要望をお寄せください。多くの町民のご参加をお待ち

しています。

　【町行政懇談会に都合がつかず来られない方へ】
　　毎月町長室開放デーも実施しておりますのでお気軽に町長室にお越しください。

　　今月の開放デーは下記のとおりです。

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

１１月の町長室開放デーは、１０日（水）です。

午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

佐野町長とのふれあいプロジェクト

※その他、町内会要望による『町民対話プロジェクト』を別途開催いたします。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、実施内容が変更になる場合があります。

令和３年度 町行政懇談会開催

みなさんの声をお聴かせください

月 日 時 間 対 象 町 内 会 場 所

11/11
（木）

13:30～15:00 美葉牛・碧水 碧水生きがいセンター

15:30～17:00
西川・板谷・桜岡・和・
和東町・和町・和本町・三谷

公民館
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令和３年１０月１４日現在、北竜町へ

また、全国各地から沢山のメッセージが届いておりますので、一部をご紹介致します。

北竜町ふるさと納税の
現況について

のふるさと納税がありました。

皆さんからの心温まる応援メッセージは、

町ホームページのふるさと納税コーナー・北竜町ポータルサイトでも、ご紹介しております。

● ２年前の夏に旅行で遊びに行きました。見事なひまわり畑と道の駅で食べたお米に感動し、

以来ずっとお米は北竜町のものを食べています。コロナ禍で大変なこともあるかと思います

が、皆さん頑張ってください。いつか絶対に遊びに行きます。

● いつも利用させて頂いております。ななつぼしが好きで、他市町のも食べてみましたが、

北竜町さんの味、価格とも気に入っております。

● いつも美味しく頂いています。低タンパク米があるときはそちらの方がもっと好きですが、

低農薬米も他の地域のゆめぴりかと比べて美味しく感じます。人に薦めるときは北竜町のゆ

めぴりかと言うようになりました。

● こちらのメロンの大ファンです！ コロナに負けずに頑張ってください！

● 北竜町のメロンは最高で毎年申込みしてい

ますが、今年は初めて赤肉です。楽しみです。

● 数年前にひまわりの里を訪れましたが、ひま

わりの美しさに圧倒されました。今はコロナ禍

で観光客も減ってしまって大変だと思いますが、

また旅行できるようになりましたら再訪させて

頂くつもりですので、少ない額ですが寄付させ

て頂きます。応援しておりますので、頑張って

くださいね。

● 夏のひまわり祭りを毎年楽しみにしてるもの

です。コロナの影響で中止になり残念でありま

すが、これからも北竜町のシンボルひまわりを

咲かせていってください。

都道府県別申込み状況
（2021年4月1日～9月30日）

１９２，７２３，０００円 

１２，１３３件 
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北竜町地域包括支援センターをご利用ください

■本人から　…　独り暮らしで、頑張ってきたが、家事をするのも大変、

　　　　　　　　手伝ってくれる人やリハビリ・運動できる場所はないですか…

■家族から　…　入院していた夫が、急に退院と言われてしまった。

　　　　　　　　歩くこともできない状況でベッドもない。

　　　　　　　　介護だって初めてで、何から準備したら良いか…

■地域から　…　近所のＡさん、少し前に体調崩したって話を聞いたけど、最近は見かけない。

　　　　　　　　買い物に行っている様子もないし…　安否確認して欲しい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など困ったことや心配なことなどご相談ください。

【連絡先】　北竜町地域包括支援センター

　　　　　℡３４－２１１１ または ℡３４－２７２７

 令和２年度介護保険特別会計決算の
状況についてお知らせします

《令和２年度介護保険特別会計収支内訳》

■介護保険料は忘れずに納めましょう
　介護保険は、介護を必要としている方を社会全体で支える制度です。

みなさんに納めていただいた保険料は、北竜町の介護保険事業を運営するための大切な

財源となります。万一介護が必要になったときのために、誰もが安心して介護サービス

を利用できるように、忘れずに納めましょう。

収入 支出
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　町では、令和２年度に行った防災行政無線更新に伴い、各世帯に戸別受信機を無償貸与して

います。大雨、洪水による避難情報や、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による緊急地震

速報などの緊急情報を聞き逃さないためにも、日頃から戸別受信機の受信確認をお願いします。

　また、現在設置していない世帯の方で設置を希望される場合は、役場総務課庶務係までご連

絡ください。

　放送時間に自宅に不在の場合でも、戸別受信機の『録音』ボタンを押しておくことで、帰宅

時に再生することができます。

【点いていない】　→　放送を録音しない状態

【橙 点 灯】　→　音声録音中

【橙 点 滅】　→　未再生の放送内容が録音／音声データ更新中

【緑 点 灯】　→　留守録音設定中

【緑 点 滅】　→　留守録音設定中かつ未再生の放送内容が録音

【赤 点 灯】　→　録音操作ができないまたは電池が消耗しているなどで
　　　　　　　　　　メッセージが出力できない

【録音ボタンランプの状態について】

■問い合わせ先：　役場総務課庶務係　TEL ３４－２１１１

■戸別受信機の受信状況確認のお願い

○放送時間に不在の場合は、録音機能により受信確認ができます

　天候や設置場所、周辺の環境変化などにより、放送が受信できなくなることがあります。

次の方法で改善する場合がありますのでお試し下さい。

　● 戸別受信機を別の場所に移動する。

　● アンテナの向きを変えてみる。

　● 電化製品が近くにある場合は遠ざける。

以上のことを試しても受信状況が改善しない場合は、役場総務課庶務係までご連絡ください。

○放送時間に受信できない場合



6

深川地区消防組合北竜・沼田

支署で合同救急救助訓練

北空知Ｊ.Ｂ.Ｃエンジェルスが

中北空知少年野球大会優勝

　１０月５日 北竜消防団第２分団碧水詰所前におい

て、国道上での交通事故発生により、複数の要救助者

が居る状況を想定した合同救急救助訓練が実施されま

した。

　訓練には、北竜・沼田の２消防署員１９名が参加。

救助隊、救急隊が連携して油圧器具及び破壊器具等に

よる救急救助活動を実施しました。

　１０月２日に開幕した、滝川少年野球連盟主催の「２

０２１ 会長杯争奪中北空知少年野球選手権大会」に

おいて、北竜・雨竜・妹背牛・深川市音江町の児童で

構成された、「北空知Ｊ.Ｂ.Ｃエンジェルス」が参加

１６チームによる激戦を勝ち抜き決勝戦に進出。

　迎えた１０月９日の決勝戦では、９－７で滝川少年

野球倶楽部に勝利し見事優勝の栄冠に輝きました。

ひまわりの里が

テレビ番組で紹介されました！

「一度は見てみたい日本の風物詩ＴＯＰ１０」

　１位　ファーム富田（北海道）

　２位　青森ねぶた祭（青森県）

　３位　祇園祭（京都府）

　４位　隅田川花火大会（東京都）

　５位　北竜町ひまわりの里（北海道）

　６位　長岡まつり大花火大会（新潟県）

　７位　大曲の花火（秋田県）

　８位　京都五山送り火（京都府）

　９位　阿波おどり（徳島県）

　10位　仙台七夕まつり（宮城県）

　日本テレビ「ヒルナンデス！」の超限定

マーケティングのコーナーにおいて「北竜

町ひまわりの里」が「一度は見てみたい日

本の夏の風物詩ＴＯＰ１０」の第５位に選

出されました。

　今年は新型コロナウイルス感染症のため、

ひまわりまつりの全イベントが中止となっ

てしまいましたが、来年のひまわりまつり

には是非ご期待ください。

（※番組内にて紹介されたランキング内容は

右記の通りです。）
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　１０月６日、北竜中学校の２年生が役場、消防、ＣＯＣＯＷＡ、北竜温泉、

みのりっち、図書館にて職場訪問学習を行いました。

　私は役場で、防災無線の録音体験・取材の体験・広報の原稿作成をする体験

をしました。録音体験・広報原稿作成体験では、どちらもわかりやすくするた

めに気にする事が多かったです。録音体験は、みんなが聞きやすいように、あ

まりかまずにはっきりと喋るのがむずかしかったです。取材では、写真をうま

く撮る事ができず、大変でした。

　今回の職業体験で私は、あまり見る事、体験できない仕事の裏側を体験でき

ました。私は、この体験をこれからに生かしていけるようにしたいと思いました。

　地域の産業を深く理解し、将来に向けて望ましい勤労観を養うことを目的に、

町内５箇所の事業所にて北竜中学校２年生の職業体験が行われました。

　今回は、役場を訪問した瀧上心音さんが広報の仕事を体験し、同級生の訪問

学習を自ら取材しましたので、その様子と原稿を掲載します。

北竜中学生が職業体験【訪問学習】

２年Ａ組　瀧上心音
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議会広報委員会Ｎｏ．３６５

　

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
13
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
15
日
に
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

６
月
９
日

■
調
査
事
項　

国
民
健
康
保
険
事

業
及
び
保
健
事
業
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

７
月
16
日

■
調
査
事
項　

橋
梁
及
び
河
川
改

修
工
事
等
の
施
工
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

８
月
２
日

■
調
査
事
項　

ひ
ま
わ
り
の
里
の

開
花
状
況
及
び
運
営
状
況
に
つ
い

て■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

11
月
３
日
任
期
満
了
の
た
め
任
命

に
同
意

　

三
上　

公
晶　

氏
（
再
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

９
月
26
日
任
期
満
了
の
た
め
任
命

に
同
意

　

金
山　

智
徳　

氏
（
再
）

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

10
月
31
日
任
期
満
了
の
た
め
任
命

に
同
意

　

深
瀬　

純
一　

氏
（
再
）

〇
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

〇
北
竜
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

〇
北
竜
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
に
つ
い
て

〇
令
和
３
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
１
５
８
，
８
５
４

千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を
３
，

９
０
３
，
５
２
１
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
３
４
０
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
３
１
３
，
２

４
０
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
１
，
８
５
４
千
円

を
追
加
し
、予
算
総
額
を
１
０
４
，

８
５
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
６
，
１
０
８
千
円

を
追
加
し
、予
算
総
額
を
３
０
１
，

６
３
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
９
，
４
９
５
千
円

を
追
加
し
、予
算
総
額
を
４
５
１
，

９
９
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

外
６
会
計
（
国
保
・
診
療
所
・
後

期
高
齢
・
介
護
・
特
老
・
集
落
排

水
）
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
と
令

和
２
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
藤
井

雅
仁
委
員
長
）
を
設
置
し
、
そ
の

審
査
を
付
託
、
休
会
中
に
審
査
を

行
い
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
畜
産
物

の
消
費
拡
大
及
び
高
温
・
干
ば
つ

に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
を
求
め

る
意
見
書

委
員
会
報
告

原
案
可
決

意
見
書
提
出

同
意

認
定
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小
坂
議
員

　

本
町
の
税
・
使
用
料
・
利
用
料

等
の
収
納
率
は
大
変
高
く
推
移
し

て
い
る
。
公
平
・
公
正
の
観
点
か

ら
、
生
活
様
式
の
多
様
化
に
対
応

し
、
請
求
書
払
い
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
等
、
納
め
や
す
く
利
便

性
の
高
い
納
付
方
法
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
国
を
挙

げ
て
推
進
し
て
い
る
施
策
で
あ
る
。

令
和
７
年
６
月
ま
で
に
４
割
程
度

の
普
及
を
目
指
し
て
お
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ

め
と
す
る
感
染
症
予
防
対
策
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
を
含
む
非

接
触
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
等
を
導
入
し
て
も
収
納
率

の
特
段
の
向
上
が
見
込
め
な
い
一

方
、
そ
の
実
施
に
多
額
の
経
費
が

必
要
で
あ
り
、
加
え
て
窓
口
サ
ー

ビ
ス
や
事
務
処
理
の
効
率
化
・
簡

素
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
難
し
い

と
判
断
し
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

令
和
５
年
に
向
け
て
、
国
に
よ

る
地
方
税
納
税
に
活
用
で
き
る
全

国
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
電
子

納
税
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
の

で
、情
報
収
集
し
検
討
し
て
い
く
。

小
坂
議
員

　

収
納
率
の
向
上
に
結
び
つ
か
な

く
と
も
、
手
段
は
用
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
導
入
費
は
業
者
が
負
担

す
る
の
で
掛
か
ら
な
い
。
業
者
は

利
用
手
数
料
の
徴
収
で
成
り
立
つ
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
で
、
地
方

自
治
体
も
小
さ
な
こ
と
か
ら
、
早

め
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

佐
野
町
長

　

現
状
で
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま
り

な
い
が
、
Ａ
Ｉ
を
中
心
と
し
た
行

政
が
進
ん
で
い
く
た
め
、
情
報
収

集
し
検
討
し
て
い
く
。

小
坂
議
員

町
税
等
の
収
納
率
の

向
上
に
向
け
て

　

９
月
13
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
定

例
会
で
は
、
６
名
の
議
員
か
ら
９
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

北
島
議
員

　

現
在
、
き
た
そ
ら
ち
農
協
北
竜

支
所
で
は
、
米
の
「
籾
ば
ら
集
出

荷
施
設
」
建
設
を
検
討
中
で
あ

る
。
年
内
中
に
有
無
を
決
定
す
る

為
、
組
合
員
か
ら
の
意
向
調
査
や

意
見
聴
収
を
行
っ
て
い
る
が
、
約

40
億
円
と
い
う
高
額
な
建
設
費
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米
価

下
落
等
に
よ
り
、
国
や
道
の
補
助

金
、
行
政
の
支
援
な
し
に
は
実
現

は
難
し
い
。

　

将
来
的
に
必
要
不
可
欠
な
施
設

と
考
え
る
が
、
農
協
側
よ
り
要
請

が
あ
っ
た
時
、
町
の
10
か
年
総
合

計
画
に
記
載
が
あ
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
行
政
と
し
て
ど
の
様
な
支
援

を
考
え
て
い
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

町
の
総
合
計
画
で
は
、
農
協
、

農
業
者
の
総
意
に
よ
る
建
設
の
要

望
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
町
が

事
業
主
体
と
な
り
国
庫
補
助
・
過

疎
債
を
活
用
し
た
事
業
計
画
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で

農
協
側
か
ら
の
具
体
的
な
内
容
の

提
示
が
な
く
、
話
し
合
い
も
出
来

て
い
な
い
。
今
後
、
農
協
側
か
ら

具
体
的
な
報
告
や
要
請
が
あ
れ

ば
、
十
分
協
議
し
て
い
き
た
い
。

北
島
議
員

　

そ
の
際
は
、
農
業
者
に
と
っ
て

少
し
で
も
負
担
軽
減
と
な
る
よ
う

な
支
援
に
な
る
事
を
期
待
す
る
。

北
島
議
員

籾
ば
ら
集
出
荷
施
設
建
設
に

於
け
る
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

小
坂
議
員

　

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

国
際
目
標
と
し
て
、
17
の
ゴ
ー
ル

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は

政
府
、
団
体
、
企
業
あ
る
い
は
個

人
も
加
わ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の

取
り
組
み
、
リ
ン
ク
し
た
活
動
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
理
事
者
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

２
０
１
５
年
「
誰
一
人
取
り
残

小
坂
議
員

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
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藤
井
議
員

　

昨
年
１
月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
国
民
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
昨
年
度
、
特
に
大
き
な
被

害
を
受
け
た
事
業
者
に
は
国
・
道

そ
し
て
北
竜
町
か
ら
も
大
き
な
支

援
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現

在
も
事
業
者
・
飲
食
店
に
は
時
短

営
業
や
休
業
要
請
等
が
大
き
な
痛

手
と
な
っ
て
い
る
が
、
行
政
と
し

て
何
か
支
援
を
考
え
て
い
る
の

か
、
ま
た
今
後
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
や
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る
計
画

が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
昨
年
は
、
町
は
国
や
道
の

基
準
で
は
救
わ
れ
な
い
事
業
者
の

救
済
を
し
た
が
、
町
の
救
済
基
準

に
満
た
な
い
事
業
者
も
、
２
年
続

く
と
大
き
な
被
害
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も

伺
い
た
い
。

藤
井
議
員

　

現
在
バ
ス
で
は
沼
田
町
に
直
接

行
く
こ
と
が
出
来
ず
、
ま
た
令
和

４
年
３
月
末
に
滝
川
市
へ
向
か
う

路
線
で
あ
る
滝
川
北
竜
線
の
廃
止

計
画
が
あ
る
。
そ
の
中
で
高
校
生

の
通
学
の
足
と
し
て
代
替
の
車
両

運
転
を
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
計
画
と
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
計
画
で
は
生
徒
数
が
ど

の
く
ら
い
ま
で
変
動
し
て
も
継
続

可
能
な
の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、隣
の
管
内
で
は
あ
る
が
、

春
に
ハ
イ
ヤ
ー
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

事
業
を
行
っ
て
い
た
業
者
が
撤
退

し
、
混
乱
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
当

町
に
つ
い
て
も
町
民
の
足
と
し
て

公
共
交
通
の
確
保
は
必
要
不
可
欠

と
考
え
る
が
、
事
業
者
が
存
続
し

て
い
く
為
の
支
援
対
策
等
を
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

町
で
は
昨
年
度
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
・
地
域
振
興
券
の
発
行
、

料
飲
店
や
商
工
会
員
等
観
光
セ
ン

タ
ー
出
店
予
定
者
へ
の
支
援
、
料

飲
店
組
合
へ
の
ポ
イ
ン
ト
・
イ
ベ

ン
ト
支
援
、
国
の
持
続
化
給
付
金

の
対
象
外
と
な
っ
た
事
業
所
へ
の

支
援
を
実
施
し
た
。

　

今
年
度
は
地
域
振
興
券
の
発

行
、
料
飲
店
や
観
光
セ
ン
タ
ー
出

店
予
定
者
へ
の
支
援
、
料
飲
店
組

合
へ
の
イ
ベ
ン
ト
支
援
を
行
っ
て

い
る
が
本
定
例
会
に
補
正
予
算
と

し
て
料
飲
店
へ
の
追
加
支
援
並
び

に
商
工
会
員
等
へ
の
支
援
を
計
上

し
て
い
る
。

　

今
後
の
感
染
状
況
や
国
の
支
援

策
等
の
情
勢
を
注
視
し
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
発
行
や
イ
ベ
ン
ト

支
援
等
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
は

商
工
会
と
も
充
分
協
議
し
て
い
き

た
い
。

佐
野
町
長

　

町
と
し
て
は
４
月
以
降
も
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
通
学
利
用
者
等
の

交
通
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
、「
北
竜
町
地
域
公
共
交
通
計

画
」
に
基
づ
き
碧
水
か
ら
雨
竜
町

追
分
市
街
ま
で
を
結
ぶ
車
両
と
し

て
、
最
大
24
名
ま
で
乗
降
可
能
な

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
購
入
を
予
定
し

て
い
る
。

　

支
援
対
策
に
つ
い
て
は
現
在
住

民
混
乗
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
並
び
に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
運

行
を
進
め
て
い
る
。

　

来
年
３
月
を
も
っ
て
ひ
ま
わ
り

観
光
は
閉
業
を
予
定
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
４
月
以
降
の
雨
竜

町
へ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
を
含

め
、
近
隣
市
町
の
バ
ス
事
業
者
並

び
に
町
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
へ
の
委

託
を
念
頭
に
協
議
を
進
め
て
お

り
、
今
後
は
事
業
者
が
存
続
し
て

い
け
る
支
援
等
も
合
わ
せ
て
検
討

し
た
い
。

藤
井
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
事
業
者
の
支
援

に
つ
い
て

藤
井
議
員

公
共
交
通
等（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・

ハ
イ
ヤ
ー
・
バ
ス
）
に
つ
い
て

さ
な
い
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
社

会
実
現
を
目
指
す
世
界
共
通
の
目

標
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
採
択
さ
れ
た
。

発
展
途
上
国
の
み
な
ら
ず
、
全
て

の
国
が
取
り
組
む
普
遍
的
な
目
標

と
し
２
０
３
０
年
を
達
成
年
限
と

し
て
、
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

本
町
と
し
て
は
、
国
際
目
標
の

ゴ
ー
ル
に
対
し
、「
北
竜
町
総
合

計
画
」
の
施
策
等
を
組
み
合
わ
せ

つ
つ
、
ひ
ま
わ
り
の
町
北
竜
に
ふ

さ
わ
し
い
活
動
に
取
り
組
む
た

め
、
令
和
６
年
以
降
の
後
期
計
画

に
反
映
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

小
坂
議
員

　

ど
の
視
点
で
取
り
組
む
か
で
あ

り
、
住
民
が
持
続
的
に
住
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
に
生
活

環
境
の
向
上
を
図
る
か
で
あ
る
と

思
う
。
内
閣
府
等
で
、
全
国
で
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

参
考
に
し
な
が
ら
北
竜
町
的
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
組
み
立
て
て
ほ
し
い
。

佐
野
町
長

　

町
民
に
は
、
内
容
が
十
分
理
解

さ
れ
て
い
な
い
面
も
あ
る
の
で
、

広
報
等
で
周
知
し
て
い
き
、
近
い

う
ち
に
北
竜
町
版
を
策
定
し
た

い
。
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藤
井
議
員

　

こ
の
２
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
ひ
ま
わ

り
の
里
の
オ
ー
プ
ン
等
が
出
来

ず
、
観
光
事
業
は
大
き
な
痛
手
を

受
け
て
い
る
。
観
光
セ
ン
タ
ー
で

営
業
さ
れ
る
事
業
者
、
町
内
で
飲

食
店
を
営
業
す
る
事
業
者
が
力
を

蓄
え
、
観
光
分
野
を
活
性
化
さ
せ

て
い
く
に
は
行
政
の
素
早
い
対
応

が
必
要
と
考
え
る
。
総
合
計
画
の

中
で
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
10

年
後
の
人
口
等
を
考
え
る
と
早
期

対
応
・
手
当
て
が
必
要
と
思
う
。

　

ま
た
、
展
望
台
に
つ
い
て
は
現

在
老
朽
化
の
た
め
使
用
不
可
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
来
年

度
は
感
染
症
が
治
ま
っ
て
も
展
望

台
が
新
築
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
さ
れ
る
が
、
考
え
を
伺

い
た
い
。

佐
野
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
里
は
昨
年
度
植
栽

を
含
め
た
全
て
を
中
止
、
今
年
度

植
栽
は
し
た
が
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

中
止
と
観
光
セ
ン
タ
ー
休
館
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
今
後
も
不
透
明

だ
が
来
年
度
以
降
も
感
染
症
対
策

を
施
し
た
上
で
の
実
施
に
変
わ
り

は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
老
朽
化
か
ら
使
用
を
中
止

し
た
展
望
台
に
つ
い
て
は
「
ひ
ま

わ
り
の
里
基
本
計
画
」
で
示
さ
れ

た
も
の
を
基
本
と
し
、
町
民
説
明

会
等
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
等
を
基

本
設
計
に
反
映
さ
せ
、
令
和
５
年

度
に
建
設
す
る
予
定
で
い
る
。

　

来
年
度
は
展
望
台
の
な
い
状
態

と
な
る
が
、
仮
設
の
展
望
台
や
展

望
橋
の
設
置
等
の
代
替
策
を
検
討

し
、
社
会
情
勢
や
財
源
手
当
て
を

考
慮
し
た
う
え
で
「
ひ
ま
わ
り
の

基
本
計
画
」
の
早
期
実
現
に
努
め

た
い
。

藤
井
議
員

北
竜
町
の
観
光
に
つ
い
て

尾
﨑
議
員

　

転
倒
事
故
は
昨
年
９
月
に
発

生
。
看
護
師
の
傲
慢
な
対
応
と
職

務
怠
慢
で
１
ヶ
月
余
り
の
放
置
の

末
、
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
な
い
と

現
在
自
宅
介
護
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
ご
家
族
は
町
の
要
で
あ

る
管
理
責
任
者
か
ら
の
誠
意
を
感

じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

今
年
７
月
の
職
員
の
無
免
許
運

転
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通
法
の

免
許
停
止
処
分
中
で
あ
っ
た
。
懲

罰
を
軽
ん
じ
た
行
為
に
通
報
さ
れ

逮
捕
と
な
っ
た
が
、
町
の
報
告
で

は
職
場
内
の
統
制
不
能
と
私
情
を

絡
む
も
の
で
、
懲
罰
基
準
を
難
し

く
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

　

解
決
へ
の
方
向
性
と
着
地
点
に

疑
問
を
感
じ
、
納
得
で
き
る
説
明

が
な
い
中
で
「
町
長
・
副
町
長
の

減
給
処
分
」
で
、
片
付
け
る
こ
と

を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。

佐
野
町
長

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
北
竜
町

永
楽
園
に
お
い
て
、
昨
年
９
月
14

日
に
利
用
者
様
が
転
倒
さ
れ
、
10

月
22
日
受
診
ま
で
骨
折
が
判
明
出

来
ず
、
ま
た
、
施
設
内
で
適
切
な

対
応
を
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ご

本
人
様
は
も
と
よ
り
ご
家
族
様
に

も
大
変
辛
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
あ

げ
ま
す
。
現
在
ご
本
人
様
並
び
に

ご
家
族
様
の
介
護
負
担
軽
減
の
た

め
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利

用
に
よ
り
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

今
回
の
事
故
並
び
に
７
月
27
日

に
発
生
し
た
職
員
無
免
許
運
転
現

行
犯
逮
捕
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
懲
戒
処
分
等
に
関
す
る
基

準
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
発
令
し
た

が
、
改
め
て
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
の
秩
序
維
持
の
た
め
、
現
行
基

準
の
見
直
し
や
懲
戒
審
査
委
員
会

へ
の
外
部
人
材
の
登
用
な
ど
を
検

討
協
議
し
て
い
く
。

　

町
民
の
皆
様
の
信
頼
及
び
信
用

を
著
し
く
失
墜
さ
せ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
深
く
反
省
し
、
町
長
・
副

町
長
の
減
給
で
終
わ
ら
せ
ず
、
利

用
者
様
に
健
や
か
で
快
適
に
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
施
設
運
営
の
た

め
に
、
断
固
と
し
た
改
善
改
革
を

進
め
、
合
わ
せ
て
人
材
の
確
保
に

も
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

今
回
の
「
減
給
処
分
」
に
於
い

て
は
２
つ
の
事
故
事
件
が
充
分
な

説
明
が
な
く
ひ
と
ま
と
め
に
片
付

け
ら
れ
て
お
り
、
ご
家
族
が
町
に

望
む
対
応
と
町
か
ら
の
対
応
に
食

い
違
い
が
あ
る
。

　

看
護
師
の
不
始
末
と
職
員
逮
捕

の
件
で
は
、
以
前
か
ら
判
断
の
甘

さ
に
疑
問
を
感
じ
て
お
り
何
に
対

し
て
の
処
分
か
経
緯
の
説
明
が
欲

し
い
。

佐
野
町
長

　

事
故
に
対
し
て
は
心
底
謝
っ
て

き
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
現
行

犯
逮
捕
に
つ
い
て
も
懲
戒
処
分
と

い
う
厳
し
い
処
分
を
下
し
た
。

尾
﨑
議
員

　

永
楽
園
は
町
民
が
安
心
し
て
任

せ
ら
れ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
、
職

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
向
上

心
を
持
っ
て
専
念
で
き
る
職
場
に

整
え
ら
れ
る
よ
う
、
運
営
改
善
に

尾
﨑
議
員

永
楽
園
の
諸
問
題
に
つ
い
て
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早
急
に
取
り
組
む
具
体
的
な
説
明

を
い
た
だ
き
た
い
。
今
ま
で
永
楽

園
職
員
側
か
ら
の
希
望
や
訴
え
は

な
か
っ
た
の
か
。

高
橋
副
町
長

　

何
件
か
受
け
、解
決
し
て
い
る
。

尾
﨑
議
員

　

曖
昧
に
せ
ず
責
任
問
題
を
明
確

に
し
な
け
れ
ば
ご
家
族
は
安
心
で

き
な
い
。

　

町
民
の
声
を
聴
き
、
町
民
に
寄

り
添
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

松
永
議
員

　

今
後
の
町
政
に
つ
い
て
、
３
点

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

①
北
竜
町
の
人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て
。
全
国
の
過
疎
地
域
で
は
人

口
減
少
対
策
と
し
て
工
業
団
地
誘

致
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
町
で

は
ど
の
様
な
対
策
事
業
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

こ
れ
ま
で
本
町
で
は
人
口
減
少

の
課
題
に
対
し
、
子
育
て
世
帯
を

対
象
と
し
た
支
援
や
移
住
定
住
推

進
支
援
等
を
数
多
く
行
い
、
一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
お

り
、
引
き
続
き
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
基
づ
き
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
工
業
団
地
や
企
業
等
の

誘
致
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
新
規

就
農
者
支
援
等
を
積
極
的
に
行
い

就
労
者
人
口
増
に
つ
な
げ
た
い
。

松
永
議
員

②
ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計
画
に
つ

い
て
。
本
年
７
月
に
開
催
し
た
町

民
説
明
会
で
の
意
見
に
よ
っ
て
計

画
の
変
更
等
は
あ
る
の
か
。ま
た
、

本
年
基
本
設
計
が
行
わ
れ
る
展
望

台
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

町
民
説
明
会
で
は
賛
成
意
見
が

あ
る
一
方
、
事
業
費
や
維
持
管
理

に
関
す
る
懸
念
の
声
も
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
ひ
ま
わ
り
の
里

活
性
化
協
議
会
で
も
基
本
計
画
に

対
し
意
見
を
頂
い
て
い
る
。
10
か

年
で
の
整
備
計
画
で
あ
り
、
今
後

も
要
請
が
あ
れ
ば
町
内
会
・
各
団

体
単
位
で
の
説
明
会
を
開
催
し
意

見
聴
収
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

展
望
台
の
基
本
設
計
に
つ
い
て

は
９
月
１
日
付
け
で
株
式
会
社
隈

研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
契

約
を
行
っ
て
お
り
、
来
年
１
月
ま

で
に
終
了
す
る
が
、
そ
の
間
、
月

２
回
設
計
事
務
所
と
協
議
を
行

い
、
細
部
の
変
更
等
を
行
う
事
と

し
て
い
る
。

松
永
議
員

③
北
竜
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
に
つ
い
て
。
計
画
に

つ
い
て
町
民
か
ら
の
意
見
聴
取
の

場
は
あ
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

こ
の
過
疎
計
画
は
、
町
の
総
合

計
画
に
基
づ
き
作
成
し
、
過
疎
債

を
充
当
す
る
た
め
の
事
業
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
道
と
協
議
の
上
、

事
業
内
容
の
認
可
を
受
け
る
も
の

で
あ
る
。
町
民
か
ら
は
８
月
25
日

か
ら
10
日
間
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

意
見
聴
収
行
い
、
後
日
、
同
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
回
答
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

松
永
議
員

今
後
の
町
政
に
つ
い
て

【
10
月
】

５
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

令
和
２
年
度
決
算
監
査

13
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長
会
臨

時
役
員
会
、
空
知
町
村
議
会
議
長

小
松
議
員

　

先
日
、
今
年
度
の
米
の
概
算
金

が
う
る
ち
米
１
俵
あ
た
り
前
年
比

２
，
０
０
０
円
前
後
下
落
す
る
と

報
道
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

消
費
減
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

今
後
北
竜
町
の
米
に
対
し
て
ど
の

様
な
支
援
策
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　

ま
た
、
明
年
度
以
降
米
の
生
産

過
剰
を
解
消
す
る
為
に
さ
ら
な
る

転
作
の
深
堀
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
米
か
ら
畑
作
物
に
シ
フ
ト
し

米
の
価
格
を
補
て
ん
し
得
る
所
得

が
求
め
ら
れ
る
。
北
竜
町
農
業
再

生
協
議
会
を
中
心
に
国
の
補
助
金

に
繋
が
る
施
策
、
誘
導
も
必
要
と

思
う
が
考
え
を
伺
う
。

佐
野
町
長

　

今
年
度
は
米
の
「
ナ
ラ
シ
対

策
」
並
び
に
「
収
入
保
険
」
が
適

用
に
な
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て

お
り
、
本
町
の
水
稲
作
付
者
の
約

96
％
が
ど
ち
ら
か
の
制
度
に
加
入

し
て
お
り
標
準
収
入
額
の
最
大
９

割
ま
で
が
補
填
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
空
知
町
村
会

か
ら
も
米
価
下
落
対
策
を
講
ず
る

よ
う
国
と
道
に
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
。

　

次
年
度
以
降
の
更
な
る
転
作
強

化
は
避
け
て
通
れ
な
い
情
勢
で
あ

る
。
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
各

種
制
度
の
周
知
、
徹
底
を
図
る
と

共
に
農
業
者
も
畑
作
物
を
転
作
で

は
な
く
本
作
と
し
て
意
識
す
る
よ

う
取
り
組
み
を
共
に
進
め
、
農
業

所
得
の
確
保
に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

小
松
議
員

米
価
下
落
と

今
後
の
施
策
に
つ
い
て
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【
11
月
】

１
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
総
会

２
日
…
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
定
例
会

24
～
25
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

中
央
要
望

26
日
…
全
国
議
長
大
会

29
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

理
事
会

30
日
…
第
２
回
中
・
北
空
知
廃
棄

物
処
理
広
域
連
合
議
会

中
旬
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

下
旬
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）、
財
政
援
助
団
体
に
対
す
る

監
査
（
監
査
委
員
）、
指
定
管
理

者
へ
の
監
査
（
監
査
委
員
）

会
第
２
回
定
期
総
会

15
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

全
員
協
議
会
、
ま
ち
づ
く
り
等
調

査
特
別
委
員
会

25
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

29
日
…
北
海
道
町
村
議
会
公
務
災

害
補
償
等
組
合
決
算
監
査

　

大
き
な
波
紋
が
広
が
っ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
コ
ロ
ナ
渦

の
判
断
が
問
わ
れ
た
。

　

開
催
ま
で
、
そ
し
て
期
間
中
、

経
済
の
発
展
・
雇
用
拡
大
・
観

光
客
に
よ
る
効
果
に
期
待
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
あ
り
、

事
業
の
廃
業
・
破
綻
、
失
業
者

の
拡
大
、
国
民
の
行
動
制
限
等

が
あ
り
、
組
織
委
員
会
で
負
担

で
き
な
い
１
兆
円
を
超
え
る
赤

字
が
国
と
東
京
都
、
両
者
の
負

担
に
な
る
。

　

負
担
率
は
分
か
ら
な
い
が
、

負
担
が
都
民
だ
け
な
ら
、
一
人

当
た
り
十
万
円
、
国
民
全
体
な

ら
一
万
円
と
な
る
。
き
っ
と
、

も
っ
と
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

　

様
々
な
種
目
で
多
く
の
素
晴

ら
し
い
ド
ラ
マ
が
見
ら
れ
、
日

本
は
好
成
績
を
残
し
た
。
自
分

の
年
齢
を
考
え
る
と
国
内
開
催

で
私
が
見
た
最
後
の
夏
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
な
の
か
な
と
思
う
。

　

日
本
が
開
催
地
で
無
け
れ
ば
、

国
内
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
制
限
・

期
間
・
時
期
等
は
変
わ
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
開
催
決
定
ま
で
の

経
過
を
見
て
い
た
。
よ
り
に
よ

っ
て
、
な
ん
で
日
本
が
開
催
国

の
時
に
と
思
っ
た
。
犠
牲
の
上

に
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
若
い
人
た
ち
の
自
慢
と
な
る

の
か
。
そ
れ
と
も
、
失
敗
と
見

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
ん
な
大
き
な
判
断
で
は
無

い
け
れ
ど
も
、
私
達
に
も
様
々

な
場
面
で
判
断
す
る
時
が
あ
る
。

自
分
だ
け
に
し
か
影
響
の
無
い

も
の
は
、
ま
だ
良
い
が
、
判
断

の
難
し
さ
の
一
端
を
垣
間
見
た

気
が
す
る
。
六
十
才
に
な
っ
て

も
、
ま
だ
ま
だ
、
人
生
勉
強
。

　

過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
後
に
は
、
経
済
発
展
や
観
光

客
増
加
な
ど
の
良
い
効
果
が
出

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
る
効
果

を
祈
念
す
る
。　

（
藤
井 

雅
仁
）

　

社会保険料(国民年金保険料)
控除証明書が発行されます

～年末調整・確定申告まで大切に保管を～

 ● 国民年金保険料は、所得税及び住民税の社会保険料控除の対象になります。

 ● 社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が必要です。

 ● ご家族の方の国民年金保険料を納付した場合も納付された方の申告に加えることができます。

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書についての問い合わせは、控除証明書ハガキに記載の電話番号まで。

※ただし、９月下旬から１０月上旬にかけてコンビニエンスストアで保険料を納付された一部の方は、
　１１月中旬に「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を送付する予定です。

■保険料納付と社会保険料(国民年金保険料）控除証明書の送付時期

国民年金保険料の納付 控除証明書の送付

令和３年１月１日～９月３０日までの納付 令和３年１１月上旬

令和３年１０月１日～１２月３１日までに今年初めての納付 令和４年２月上旬
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令和３年第３回定例会（会期：９月１３日～１５日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

公平委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町長、副町長、教育長の給与に関する条例の一部改正について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町過疎地域持続的発展市町村計画について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度北竜町一般会計補正予算（第４号）について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度北竜町立診療所特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数 質疑
４件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件 －

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表

決算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

・ふるさと応援基金について
ふるさと応援寄付金の令和 2年度末残高は 608,712 千円となっ
ており、年々ふるさと納税の恩恵により増加を続け、財政調整
基金 485,386 千円を超える残高となっている。
ふるさと納税については恒久的に継続する制度ではなく、制度
の廃止も予測されることから、この財源に依存することなく、
今後の行政運営に努められたい。

状況はしっかりと理解している。検討したい。

・特別養護老人ホーム事業について
特別養護老人ホーム事業について、平成 24 年度に 141,361 千
円あった財政調整基金は、令和 2年度末では 1,056 千円に減少
し、一般会計繰入金は、財源不足及び公債費の財源として使わ
れており、近年大きく増加している。
今後、施設の老朽化による大規模改修も将来的に見込まれ、財
源の確保や施設の運営等に抜本的な見直しが必要と考える。
施設を支える職員も慢性的な人数不足が続いており、施設入所
者やその家族が安心安全な環境で日常生活が送れるよう、管理
指導の徹底に努められたい。

人件費増が要因でもある。（職員の年齢構成の高年齢
化）いろいろな角度から検討をしたい。
町営でやることできめ細やかな対応ができると思う。
民間の力も必要、理解する。
職員の特別手当等を削減してきたが、民間より低い
給与形態となってきている状況もあるので、近隣の
状況も見ながら検討したい。

決算審査特別委員会　　（９月１３日～１５日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

令和２年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計
歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

決算委員会における質疑の件数 質疑
９件

質疑
３件

質疑
２件

質疑
１件 - 質疑

13 件 － 質疑
４件
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インストラクター指導による軽運動とストレッチで身体を動かし、運動不足解消と健康な体

作りをしましょう。希望される方は下記により申し込みください。

初めての方でも安心して参加いただけますので多数の方の参加をお待ちしております。

※内容等都合により変更することがございます。

・申込場所　　すこやかセンター住民課窓口及び電話申込　

　　　　　　　（役場住民課国保医療係 ℡３４－２１１１）

・申込期間　　１１月１日から（※開催期間中は随時募集します。）

・参加資格　　２０歳以上の町民の方ならどなたでも参加できます。

・参 加 料　　無料（※タオルと飲み物は各自でご用意願います。）　

・その他　　　北竜町行政ポイント対象事業です。

　　　　　　 （※各回とも参加者に５０Ｐ進呈します。）

回 日時 教室の内容

１
 11月10日(水)
 9:30 ～ 11:30

測定 ： 血圧・身長・体重・体脂肪率の測定
インストラクターの指導による運動及びストレッチング

２
 11月17日(水)
 9:30 ～ 11:30

インストラクターの指導による運動及びストレッチング

３
 11月24日(水)
 9:30 ～ 11:30

栄養士によるミニ講話
インストラクターの指導による運動及びストレッチング

４
 12月1日(水)
 9:30 ～ 11:30

インストラクターの指導による運動及びストレッチング

５
 12月8日(水)
 9:30 ～ 11:30

インストラクターの指導による運動及びストレッチング

６
 12月15日(水)
 9:30 ～ 11:30

インストラクターの指導による運動及びストレッチング

７
 12月22日(水)
 9:30 ～ 11:30

保健師による健康相談とミニ講話
インストラクターの指導による運動及びストレッチング

８
 1月12日(水)
 9:30 ～ 11:30

測定 ： 血圧・身長・体重・体脂肪率・握力・胸囲・バランスなどの測定
インストラクターの指導による運動及びストレッチング

９
 1月19日(水)
 9:30 ～ 11:30

保健師による健康相談とミニ講話
インストラクターの指導による運動及びストレッチング

10
 1月26日(水)
 9:30 ～ 11:30

測定結果のフィードバック
データを基とした今後の継続の取り組み方

会場・集合場所 　改善センター体育館

指導担当 　（有）イズミック　運動インストラクター

１１月１０日(水)より

『健康ナビ』がはじまります！
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ちびっこひろば
○日時　11月17日（水）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　親子のふれあい遊び

○日時　12月1日（水）10:00～11:30

　場所　やわら保育園

　内容　保育園自由開放

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー８８０２

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

11/3
（水）

深川市立病院
(担当医・北竜町立診療所
 所長 浦本 幸彦）

℡ 22-1101

アヒコ歯科医院
℡ 0125-24-8711

11/7
（日）

深川市立病院
(担当医・津田こどもクリニック
 院長 津田 尚也）

℡ 22-1101

深川第一病院歯科口腔外科
℡ 23-3516

11/14
（日）

深川市立病院
(担当医・深川第一病院 医師 小松 英樹）

℡ 22-1101

グリーン歯科クリニック
℡ 0125-54-3434

11/21
（日）

深川市立病院
(担当医・たかはし内科消化器内科
 院長 高橋 公平）

℡ 22-1101

芦別ふじい歯科医院
℡ 0124-22-1221

11/23
（火）

深川市立病院
(担当医・みきた整形外科クリニック
 院長 三木田 光）

℡ 22-1101

さとう歯科医院
℡ 0125-53-3710

11/28
（日）

深川市立病院
(担当医・町立沼田厚生クリニック
 院長 鳥本 勝司）

℡ 22-1101

さいとう歯科
℡ 0125-77-2028

休 日 当 番 医

今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

11
月
16
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

ピカピカキッズ
○日時　11月26日(金）10:00～11:30

　場所　すこやかセンター

　内容　保健師講話／おやつ試食

（対象：１歳児～）

よ
う
こ
そ
北
竜
へ

　

10
月
に
碧
水
駐
在
所
に
赴
任
さ

れ
た
、
星
野
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

10
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
し
て
赴
任
さ
れ
、
サ
ン
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク
北
竜
温
泉
料
理
人
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
る
中
野
さ
ん
・

西
島
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

碧水駐在所 所長

星
ほしの

野 有
ゆうき

紀 さん

地域おこし協力隊員

中
なかの

野 千
ちあき

晶 さん

地域おこし協力隊員

西
にしじま

島 保
やすひで

秀 さん

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
け
取
り
時
間
外
窓
口

　

開
庁
時
間
に
役
場
に
来
ら
れ
な

い
方
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
申
請
・
受
け
取
り
等
の
業

務
を
行
う
時
間
外
窓
口
を
開
設
い

た
し
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関

連
業
務
以
外
の
各
種
証
明
書
等
の

交
付
、
住
所
の
変
更
な
ど
の
業
務

は
行
い
ま
せ
ん
。）

日
時　

11
月
22
日
（
月
）

　
　
　

午
後
７
時
ま
で

場
所　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
　
　

住
民
課
窓
口

持
参
す
る
も
の

　

お
手
続
き
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
住
民
課
戸
籍
年

金
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
係

℡
３
４
・
２
１
１
１
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１０月１日現在（前月比）

世帯数　８０３世帯(＋２)

 人口 １, ７１９人(－２)

　男　　　８２７人(－３)

　女　　　８９２人(＋１)
（外国人含）

まちの動き

11
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
期
間

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
？

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接

管
理
し
て
い
る
保
険
で
す
。
農
林

水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

℡
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

令
和
３
年
度
年
末
調
整
等

説
明
会
の
中
止
に
つ
い
て

特
別
徴
収
に
よ
る
納
入
に

つ
い
て

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
等
の
影
響

を
踏
ま
え
、
年
末
調
整
等
説
明
会

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
末
調
整
に
関
し
、
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
直
接
深
川
税

務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

深
川
税
務
署 

℡
２
３
・
２
１
９
１

　

「
特
別
徴
収
」
は
、
給
与
の
支

払
者
で
あ
る
事
業
主
が
、
従
業
員

に
毎
月
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民

税
額
を
差
し
引
い
て
市
町
村
に
納

入
す
る
制
度
で
す
。

　

年
税
額
を
12
回
に
分
け
て
支
払

う
た
め
、
普
通
徴
収
（
７
月
・
11

月
の
年
２
回
）
よ
り
も
１
回
あ
た

り
の
負
担
が
少
な
く
な
り
、
従
業

員
一
人
ひ
と
り
が
金
融
機
関
等
へ

納
税
に
出
向
く
手
間
も
省
け
、
納

め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特
別
徴

収
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
税
務
係

℡
３
４
・
２
１
１
１

11
月
30
日
は

個
人
事
業
税
第
２
期
納
期
限

　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
付

書
は
、
８
月
に
第
１
期
分
納
付
書

と
一
緒
に
発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
確
か
め
の
上
、
金
融
機
関
で
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
が
無
い
場
合
は
再
度
送

付
し
ま
す
の
で
、
深
川
道
税
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
納
税
を
利
用

し
た
い
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

空
知
総
合
振
興
局
深
川
道
税
事
務
所

℡
２
３
・
３
５
７
８

令
和
３
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
４
年

４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
男
女

受
付
期
間　

～
11
月
９
日
（
火
）

試
験
期
日

　

11
月
14
日
（
日
）
～
15
日
（
月
）

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
５
・
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

　

高
橋
敬
子
・
松
本
浩
章

北竜町の事件・事故の発生状況（９月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数空き巣

倉庫
荒らし

忍び
込み

車上
狙い

暴行 合計

2021年 ０ ０ ０ ０ ０ ０

2020年 ０ １ ０ ０ ２ ３

人 身 事 故 物 損 事 故

2021年 １ 2021年 23

2020年 ２ 2020年 44

2021年 ３

2020年 ２
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■
子
ど
も
の
皆
さ
ん
へ

①
ネ
ッ
ト
の
落
と
し
穴
に
注
意
！

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
多
く
の
子
ど
も

達
が
性
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
個
人
情
報
や
写
真
を

掲
載
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●

裸
の
動
画
や
写
真
を
ネ
ッ
ト
上

に
載
せ
た
り
、
送
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

●

一
度
ネ
ッ
ト
上
に
流
出
し
た
画

像
は
す
べ
て
を
回
収
・
削
除
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●

男
女
と
も
に
被
害
に
あ
っ
て
い

ま
す
。

③
ネ
ッ
ト
上
で
し
か
知
ら
な
い
人

に
、
住
所
・
名
前
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｉ

Ｄ
を
教
え
な
い
よ
う
に
！

●

ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ
た
人
は

知
ら
な
い
人
と
同
じ
で
す
。

●

犯
罪
者
は
優
し
い
言
葉
を
か
け

て
き
た
り
、
良
い
人
の
ふ
り
を
し

て
近
づ
き
ま
す
。

■
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

①
非
行
防
止
は
家
庭
か
ら
！

●

家
庭
は
最
も
身
近
な
社
会
で

す
。
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
ら
せ
、
善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
起

因
し
て
、
犯
罪
被
害
に
あ
う
子
ど

も
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
家
族
全

員
で
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
家
庭
の
ル
ー
ル
を
決
め
て

家
族
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
こ
ん
な
兆
候
は
要
注
意
！

●

行
先
を
告
げ
ず
に
外
出
し
た

り
、
夜
遊
び
や
外
泊
が
多
く
な
っ

た
。

●

親
に
隠
れ
て
長
時
間
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

●

知
ら
な
い
人
か
ら
メ
ー
ル
が
届

く
よ
う
に
な
っ
た
。

③
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で

有
害
サ
イ
ト
を
ブ
ロ
ッ
ク
！

●

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、
有
害

サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●

18
歳
未
満
の
児
童
が
使
用
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
は
、
原
則

と
し
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

子
ど
も
を

 

性
被
害
か
ら
守
ろ
う

除雪機械を一般競争入札により売却します

①入札物件

町で道路除雪に使用していた除雪機械を『一般競争入札』により売却します。

②入札参加資格について 

　・満２０歳以上の者

　・地方自治法施行令第１６７条の４に

　　該当しない者

③閲覧期間について 

　・閲覧期間：令和３年１１月８日～１１月１０日

　・場所：北竜町役場　建設課

④事前説明会の開催について 

　・日時：令和３年１１月１０日（水）

　　午前９：３０～午前１０：００

　・場所：北竜町車両センター

⑤入札参加申し込み 

　・受 付 日：令和３年１１月１０日（水）

　・受付時間：午前１０時～午後３時

　・申込場所：北竜町役場　建設課

⑥入札及び開札 

　・日時：令和３年１１月１１日（木）

　　　　　午前９時

　・場所：北竜町役場

機械名 １３ｔ級除雪ドーザ

規格 汎用

初度登録年月 平成１１年１１月

車検満了 令和３年１１月１９日

型式 ＴＣＭ－Ｌ２６型

最低売却価格
(税抜き)

１，２００，０００円

売却条件
現状渡し（修理要する）

取得後２年間は転売不可

【担当課】　北竜町役場建設課
　　　　　℡：３４－２１１１
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　平成２７年４月から６５歳以上の町民が運転免許証を自主返納した場合に３年間有効の、

５０，０００円分(５００円券×１００枚)のタクシーチケットを支給するサポート事業を行っています。

　■対 象 者　：　６５歳以上の町民

　■申請書類　：　「運転経歴証明書」と「運転経歴証明書交付手数料の領収書」と「印鑑」

　■申請先・問い合わせ先　：　役場総務課庶務係　℡３４－２１１１

■北竜町高齢者運転免許証
　　　　自主返納サポート事業を行っております

■「運転経歴証明書」とは･･･

　① 運転免許証を返納した人が申請できる証明書です。

　② 運転免許証が失効した場合には、申請できません。

　③ 申請の際には、現有運転免許証・写真

　　 （縦３㎝・横２．４㎝）と印鑑が必要です。

　④写真は深川警察署・沼田警察庁舎で撮影することも

　　できます

　⑤ 「運転経歴証明書」と「運転免許経歴証明書」と

　　間違わないようにしてください。

　 申請を希望される方は警察署に行く前に役場総務課庶務係にお越しください。

※「運転経歴証明書」は深川警察署及

び沼田警察庁舎で運転免許証を自主返

納した際に申請してください。後日「運

転経歴証明書」が発行されます。

※申請後は無免許となりますので、申

請を行うために警察署へ行く時は、家

族・知人に送迎していただくか、バス

等をご利用ください。

　介護保険の被保険者の方は、交通事故などの第三者行為によって状態が悪化した場合でも

介護保険サービスを受けることができます。

　ただし、介護保険サービスの提供にかかった費用は加害者が負担するのが原則ですので、

北竜町が一時的に立て替えたあとで加害者へ請求することになります。

　北竜町が支払った介護給付が第三者行為によるものかを把握する必要があるため、介護保

険の第１号被保険者の方（６５歳以上）が、交通事故等の第三者行為を起因として介護保険サー

ビスを受けた場合は、届出が必要となります。

　交通事故等により要介護（要支援）状態になった場合や、状態が悪化した場合は、介護保

険担当窓口へ届出をお願いします。

※第２号被保険者（４０歳以上６５歳未満の医療保険加入者）は、特定疾病により介護が必

要になった場合に限り要介護（要支援）の認定をしているため、第三者行為を原因とした介

護保険サービスの利用はできません。

第三者行為に該当する可能性が生じた場合は、住民課介護保険係までご相談ください。

【問い合わせ先】　役場住民課介護保険係　℡３４－２１１１

第三者行為（交通事故等）で
介護サービスを受けるときは届出が必要です
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● ヘルシー講座　　　15日（月）　13:30～15:00　すこやかセンター

● 乳幼児健診　　　　18日（木）　12:00～　　　 すこやかセンター

● 男の料理教室　　　19日（金）　10:30～12:00　公民館調理室

● 健康相談　　　　　26日（金）　13:30～14:30　碧水支え合いセンター

● にこにこベビーズ　30日（火）　10:30～　　　 すこやかセンター

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

11月の
保健行事

自分らしく安心して暮らし続けることができるように、
高齢者虐待を防ぎましょう。

■無意識に虐待していることも

■連絡・相談先

●平成１８年４月１日に「高齢者に対する虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援に関する

法律」が施行されました。その法律で、「養護者」とは、「高齢者（65 歳以上）を現に養護す

る者であって養介護施設従事者等以外のもの」とされており、高齢者の世話をしている家族、

親族、同居人等が該当します。

　虐待をしている養護者には、認知症や介護に対する理解がなかったり、経済的に余裕がない、

時間がない、相談する人がいないなどの背景や要因があったり、高齢者のため良かれと思って

やっていることが虐待になってしまうなど、自覚がない場合も多くあります。

　虐待を見かけたらまず身近な機関に連絡し相談しましょう。虐待の要因はさまざまです。家

庭においては、家族の歴史や人間関係といった事情があります。虐待をしている介護者が悪い

と一方的に決めつけず、問題の解決は、専門家に相談しましょう（※虐待の相談内容や通報者

の秘密は守られます）。

● 北竜町地域包括支援センター　　　　　　　　℡：３４－２７２７
● 北竜町役場住民課介護予防係　　　　　　　　℡：３４－２１１１
● 北海道高齢者虐待防止・相談支援センター　　℡：０１１－２８１－０９２８

「高齢者の一人ひとりが、住み慣れた地域で尊厳を持って暮らす」その権利を侵害してしまう「高

齢者虐待」が問題となっています。

【高齢者虐待とは養護者が養護する高齢者に対して行う以下の行為です】

■高齢者虐待について知ろう

◆介護・世話の放棄・放任(ネグレクト)

○食事や水分を与えない

○おむつの交換をしない

○病気の兆候があるにもかかわらず

　診察を受けさせない　など

◆経済的虐待

○日常生活に必要な金銭を

　渡さない・使わせない

○本人の自宅等を本人に無断で売却する 

○年金や預貯金を本人の意思・利益に

　反して使用する　など

◆身体的虐待

○平手打ちをする　○つねる　○殴る

○無理矢理食事を口に入れる　など

◆心理的虐待

○怒鳴る　○悪口を言う

○高齢者が話しかけているのに

　意図的に無視する　など

◆性的虐待

○排泄の失敗等に対して

　懲罰的に下半身を裸にして放置する 

○性的な行為を強要する　など
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11月は虐待防止推進月間です

（担当：大平 みらい）

【 第１３回 】

　令和２年度、児童相談所が児童虐待相談として対応した数は２０５，０５９件であり、過去最

多となっています。

　厚生労働省では平成１６年から毎年１１月を「児童虐待防止推進月間」と定め、家庭や学校、

地域等の社会全般にわたり、虐待問題に対する関心と理解を得るため、広報・啓発活動などの取

組を集中的に実施しています。

　子育てにおいて、「しつけ」と称して子どもを叩いたり、怒鳴ったりすると、脳の前頭前野（社

会生活に極めて重要な脳の部位）が萎縮したり、聴覚野（声や音を知覚する脳の部位）が変形す

ることがあります。このような幼児期の脳の変化により、うつ・多動などの精神的な問題になっ

たり、感情的、攻撃的になることがあると言われています。その影響は幼児期だけではなく、大

人になってからも続くことがあります。

「しつけ」？「虐待」？
体罰や暴言は子どもの脳の発達に深刻な影響を及ぼします

① 子育てに体罰や暴言を使わない

　まずは、子育てで「叩かない・怒鳴らない」と決めましょう。体罰や暴言は「しつけ」

に効果があるように思いますが、それは間違いです。体罰や暴言は「虐待」にエスカレ

ートする可能性もあります。

② 子どもが親に恐怖をもつとＳＯＳを伝えられない

　親に恐怖をもつと、子どもは親に気に入られるように、親の顔色をみて行動するよう

になります。親に心配事の相談がしにくくなり、いじめや非行などより大きな問題に発

展することもあります。

③ 爆発寸前のイライラをクールダウン

　子どもが言うことを聞いてくれないとき、イライラすることは誰にでもあります。イ

ライラが爆発する前にクールダウンするための自分なりの方法を見つけておきましょう。

④ 親自身がＳＯＳを出そう

　育児の負担を一人で抱え込まないように、家族と家事を分担したり、子育てサービス

の利用も検討してみましょう。子育ての苦労について気軽に話せる人ができるのもよい

ですね。

⑤ 子どもの気持ちと行動を分けて考え、育ちを応援

　イヤイヤ期など、子どもの「イヤ」や大人からみたわがままは自我の芽生えであり、

成長のあかしです。子どものわがままも成長過程とおおらかに考えて、子どもの意思を

後押ししていきましょう。

【子育てに悩みがあるときの相談窓口】

● 北竜町役場住民課保健指導係
　℡：３４－２１１１
● 子育て支援センター（やわら保育園内）
　℡：３４－８８０２
● 光が丘子ども家庭支援センター（岩見沢市）
　℡：０１２６－２２－４４８６（24時間相談受付）

【なにかおかしい？「虐待かも」と思ったら…】

● 児童相談所虐待対応ダイヤル
　℡：１８９（いちはやく）
● 岩見沢児童相談所
　℡：０１２６－２２―１１１９

【体罰等によらない子育ての５つのポイント】
愛の鞭

ゼロ作戦
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北
海
道
は
例
年
の
ご
と
く
ス
ト

ー
ブ
の
必
要
な
秋
の
寒
さ
を
迎
え

て
い
ま
す
が
、
道
外
は
10
月
な
の

に
夏
日
が
連
日
続
い
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
本
当
に
予
想
の
つ
か
な

い
異
常
気
象
で
す
。
今
年
の
冬
も

雪
害
の
な
い
事
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。

　

さ
て
最
大
の
感
染
者
数
を
は
じ

き
出
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
５
波

で
す
が
引
き
際
は
素
早
く
、
一
気

に
患
者
数
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

私
見
で
す
が
、
や
は
り
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
良
い
影
響
が
出
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
グ

ラ
フ
を
見
ま
す
と
感
染
者
数
は
第

５
波
が
こ
れ
ま
で
で
最
大
で
し
た

が
、
死
亡
者
数
は
第
３
波
、
第
４

波
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
れ

は
感
染
者
の
年
代
別
割
合
の
推
移

が
答
え
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

第
５
波
は
70
代
以
上
の
感
染
者
の

割
合
が
減
り
50
代
以
下
の
割
合
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

弱
り
や
す
い
高
齢
者
の
感
染
が

減
り
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
人
口
の
多

い
若
年
層
に
感
染
拡
大
し
死
亡
者

数
を
減
ら
し
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
し
ま
す
。

　

さ
て
今
後
で
す
。

　

海
外
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
接

種
が
終
了
し
て
い
る
の
に
感
染
が

拡
大
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
抗
体
価
の
低
下
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

接
種
の
早
か
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル

を
例
に
と
り
ま
す
と
、
感
染
者
が

激
減
し
て
約
５
か
月
程
度
で
次
の

波
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
前
の
ピ
ー
ク
か
ら
接
種
後
の

ピ
ー
ク
ま
で
は
約
８
カ
月
で
す
。

　

論
文
で
は
６
か
月
程
度
は
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
は
あ
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

海
外
で
は
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
も
、
２
回
目
の
接
種
か
ら
８

か
月
後
を
め
ど
に
３
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
ま
だ
未
定
で
す
。

　

希
望
者
全
員
な
の
か
、
高
齢
者

な
ど
が
中
心
と
な
る
の
か
は
、
先

行
し
て
い
る
海
外
の
状
況
を
見
て

の
判
断
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
半
年
と
か
８

カ
月
で
更
新
し
な
い
と
い
け
な
い

の
な
ら
、
こ
れ
か
ら
毎
年
大
変
だ

べ
さ
！　

と
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
我
々
の
カ
ラ
ダ
も
馬
鹿
じ

ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
免
疫
機
構
に
は

自
然
免
疫
と
獲
得
免
疫
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。

　

自
然
免
疫
は
何
で
も
悪
そ
う
な

や
つ
は
や
っ
つ
け
ち
ゃ
う
と
い
う

常
に
い
る
警
備
員
。

　

獲
得
免
疫
と
は
一
度
泥
棒
に
入

っ
て
き
た
奴
を
覚
え
て
い
て
、
同

じ
だ
っ
た
り
似
て
い
た
ら
集
中
し

て
攻
撃
す
る
特
殊
警
備
員
。

　

獲
得
免
疫
に
は
、
抗
体
を
産
生

す
る
液
性
免
疫
と
細
胞
が
感
染
細

胞
を
退
治
す
る
細
胞
性
免
疫
っ
て

の
が
あ
り
ま
す
。
抗
体
価
だ
け
が

免
疫
で
は
な
い
と
い
う
事
で
す
。

　

感
染
し
た
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

免
疫
応
答
を
し
て
い
る
と
、
免
疫

記
憶
に
よ
り
２
回
目
は
素
早
く
強

力
に
働
き
ま
す
。
回
数
を
こ
な
す

た
び
に
鍛
え
ら
れ
て
強
く
な
り
ま

す
。
ま
た
集
団
免
疫
で
ウ
イ
ル
ス

が
拡
散
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

ま
あ
敵
も
姿
を
変
え
て
（
変
異

株
）
忍
び
寄
っ
て
き
ま
す
が
、
下

手
な
変
装
は
見
破
り
ま
す
。

　

少
し
光
明
が
見
え
て
き
て
い
ま

す
が
、
冬
季
は
空
気
が
乾
燥
し
風

邪
を
引
き
や
す
い
状
況
に
な
り
ま

す
。
マ
ス
ク
、
消
毒
、
怠
ら
ぬ
よ

う
に
。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２７９

正念場
し ょ う ね ん ば

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
　１１月１０日(水)、１２月１日(水)は午後３時より浦本先生が深川
市において介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。
午前中は診察を行っています。
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北竜町教育委員会

図書館から新刊のお知らせ

一生使える！ふろしきの結び方       　　柴 裕之

アルテミスの涙       　　　　　　　　下村 敦史

ふしぎ！光る生きもの大図鑑　近江谷克裕／大江克典

他、約５０冊の新刊が入りました。

くわしくは今月発行の「図書館だより」をご覧ください。

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

11/3（水）
図書館事業
「工作＆読み聞かせ・
じゃんけん大会」

公民館和室 10:00～

11/6（土）
図書館事業
「工作＆読み聞かせ」

公民館和室 10:00～

11/13（土）親子体験教室 公民館

11/14（日）
ひまわり大学50周年
記念講演

改善センター
体育館

14:00～

11/18（木）ひまわりオリンピック
改善センター

体育館
 9:30～

11/26（金）
文化公演会
「あらしのよるに」

改善センター
体育館

13:30～

11/28（日）女性レクレーション大会
改善センター

体育館
9:30～

生涯学習カレンダー

※新型コロナウイルスの影響によって掲載した行事や、
　施設の開館状況が変更される場合があります。

※新型コロナウイルスの影響によって掲載した行事や、
　施設の開館状況が変更される場合があります。

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

11月 1・8・15・22・29日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　９月５日、ひまわりパークゴルフ場にて「第２６回

教育長杯パークゴルフ大会」を開催しました。

　当日は晴天に恵まれ４０名が参加。秋空の下、好試

合が展開され以下の大会結果となりました（敬称略）。

教育長杯パークゴルフ大会を開催

男性の部 女性の部
優勝 岩本 忠司 長谷川 美智子
準優勝 中山 六三郎 細川 弘美
第３位 四辻 進 小林 フミ子

子どもと高齢者のふれあい事業
「実験教室」を開催

　８月６日、空知理科教育研究会より四十九院正満 

氏を講師としてお招きし、児童２９名参加の下、公

民館大ホールにて、子どもと高齢者のふれあい事業

「実験教室」を開催しました。

　児童らは推進委員さんの協力のもと「ドライアイ

スの実験」でのシャーベット作りや、「手作り線香花

火体験」に取り組み、普段経験する機会の少ない実

験の数々に興味津々、楽しい時間を過ごしました。

　９月１６日、改善センター体育館にて「ひまわり

大学」９月講座を開催しました。

　今回は日本茶インストラクターの玉木康雄 氏を講

師としてお招きし、日本茶の三大成分の説明や歴史

について「日本茶の魅力や歴史」と題した講演や、

美味しい日本茶の淹れ方を実演していただきました。

　授業を受けた学生らは、熱心にメモを取るなど、

身近な日本茶について改めて理解を深める貴重な機

会となりました。

ひまわり大学９月講座を開催
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■
お
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や
み
申
し
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げ
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す

和
本
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加
葉
田 

博
章 
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91
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

（
９
月
16
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　

和
本
町　

加
葉
田 　

幸　

様

　
　

和　
　
　

宮
井 

扶
美
江　

様

温
存
の
力
小
出
し
に
雁
渡
る
　
　
　
　
　  

　
　
山
本
玲
子

友
癒
え
よ
踏
ん
で
確
か
む
虚
栗
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
正
俊

わ
け
あ
り
の
林
檎
な
れ
ど
も
蜜
豊
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阿
部
れ
い
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し
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は
逝
け
ぬ
人
な
り
木
守
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吉
尾
広
子

貨
物
車
の
満
載
走
る
豊
の
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山
下
好
晴

生
と
死
の
狭
間
息
つ
ぎ
ち
ち
ろ
鳴
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中
島
雅
子

綿
虫
の
縋
る
悲
し
や
美
し
や
　
　
　
　 

　
　 

　
宮
脇
美
和
子

絵
手
紙
に
秋
の
味
覚
を
て
ん
こ
盛
り
　 

　
　 

　
佐
藤
美
智
子

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

板　

谷　

杉
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夢ゆ
め　

ち
ゃ
ん

 　
　
　
　
　

 　

   

（
９
月
21
日
）

 　
　

    

大
二
郎
さ
ん
・
渚
さ
ん

■学習指導員
　（北竜中学校１名）

 【仕事内容】 放課後学習、採点業務、点検業務、

　　　　　　学習課題作成業務

　　　　　　※教員免許あればなお可

 【勤務時間】１４時３０分～１７時３０分（週４日）

■スクールサポートスタッフ
　（北竜中学校１名）

 【仕事内容】校内の換気・消毒、 学習プリント等の

　　　　　　印刷、データ入力、分散登校時の登校

　　　　　　支援、備品管理等

 【勤務時間】１３時００分～１６時００分（週５日）

【申込期限】　１１月１５日（月）までに教育委員会にご連絡ください。
【身　　分】　パートタイム会計年度任用職員（北海道教育委員会任用）
【時　　給】　８９７円～
【任用期間】　令和４年３月末まで
■問い合わせ先　北竜町教育委員会総務学校教育係　℡３４－２５５３

学習サポーター募集のお知らせ

■休館のお知らせ
　 ●１１月　８日　ホテルのみ休館

　 ●１１月　９日～１１日まで全館休館

　 ●１１月１２日より通常営業いたします。

■２６日は入浴料半額サービス！

【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】

※新型コロナウイルスの影響により、各種イベントの実施が変更される場合があります。


